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まちづくりへの展開
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はじめに 本報告の概要と対象河川について

・浸水想定区域図
のイメージ

解析結果

A川（下流部）の特徴
●中小河川（流域面積 約60km2程度）
●下流部は都市河川であり、分合流が多く流れが複雑
●洪水が発生したときに破堤地点が２地点以上発生する可能性あり

【現状】 外水や高潮の被害に備えるため、 まち全体を「一様に嵩上げ」する計画
があるが、費用・タイミング等の問題で進捗していない

【課題】  まち全体の嵩上げに変わるまちづくりの方策が必要

A川下流沿川のまちづくりの現状と課題

●「多段階リスク明示型浸水想定区域図の考え方」で解析を実施し，まちづくりへの展開方法を検討した。この結果を報告する。

●対象河川はA川下流である。 A川からの外水氾濫時に、どこが浸水しやすいか、どのように水みちが形成されるかを把握する手法として本解析を使用した。

減災につなげる
方法の見直し

まち全体の嵩上げから
「部分的な嵩上げ、粘り強い堤防」へ減災につなげる
方法を見直していく

事前の浸水対策

：建物の耐水化、防水化 ：ピロティ化
：防災センターや電気施設の上階への移設
：情報提供(通信網整備/デジタルサイネージ活用)
：建物の出入り口の嵩上げ

即時に行える
浸水時対策の策定

：垂直避難 ：持ち運びができる止水板※
：自動で動く止水板※  ：地下街の出入り口の閉鎖
※ただし、止水板で防げる浸水深は個々の建物が設置する
ことを考えると50cm程度

《解析対象ケースと破堤地点の関係》

●破堤によって河道の流量が大きく
低下しないため、次々に破堤が発生

●中小河川に特徴的な傾向

破堤
地点数

No.

１ ２ ２’ ３ ４

A川本川 28 (0) 31 33 36

支川B川 11 (0) 15 15 19

破堤地点数

時間の経過

解析ケースと浸水面積・浸水深の関係

《 No. 2’》 《 No. 3》
（破堤しない可能性のある
最大流量 破堤あり）

（計画規模流量）

浸水開始から
60分後

浸水開始から
50分後

●対策を打つためのリードタイムが非常に短い

《解析対象ケース》

《多段階リスク明示型浸水想定区域図のイメージ》《浸水想定区域図のイメージ》

破堤地点

１番目に破堤

2番目に破堤3番目に破堤

１番目に破堤

2番目に破堤 １番目に破堤

❶想定最大規模

❷基本計画規模

2番目に破堤

❸基本計画規模
よりも小さな規模

多段階リスク明示型浸水想定区域図

流量規模を変えた、
逐次破堤の計算結果

の重ね合せ

浸水の広がり
を把握

※本研究は令和5年１月の「多段階の浸水想定区域図及び水害リスクマップの検討・作成に関するガイドライン」の公表前に実施したものである。

浸水想定区域図
計算対象

浸⽔域が最⼤に

達するまで

河道の水位

⼀次元不定流計算

による

破堤地点１地点のみで解析

No. ケース名 河口部流量(確率規模)

1 破堤による被害が最小と仮定できる流量 812m3/s(1/32)

2 破堤しない可能性がある最大流量 954m3/s(1/62)

破堤しない可能性がある最大流量（破堤あり） 954m3/s(1/62)

3 計画規模流量 1,025m3/s(1/100)

4 想定最大規模流量 1,738m3/s(1/32,100)

●粘り強い破堤しない堤防とすること、浸水開始箇所を優先的に嵩上げすることが減災につながる

氾濫ボリューム＝堤内地に流出する量越水開始水位＝堤防高

ピーク流量＝堤防高＋６０ｃｍ

堤防＋60cm相当の流量の最小値
（越流水深は最大60cm程度）＝No.2，No.2’の流量

ピーク流量＝堤防高

破堤開始水位

破堤敷高

氾濫ボリューム＝堤内地に流出する量

●No.2 破堤しない可能性のある最大流量の流量イメージ●No.１ 破堤による被害が最小となる流量の流量イメージ

10分間の間に
浸水域が急激に
広がっている

流下能力最小地点において、破堤開始水位よりも
少し高い水位となる流量＝No.1の流量

想定最大規模を
含む４ケース

破堤開始⽔位に達した

地点全て（逐次破堤）

POINT POINT

破堤地点 対象流量

2’

比例関係

比例関係

平均浸水深

浸水面積

●No.2は
他のケースと
傾向が大きく
異なっている

No.2
POINT

No.4No.2’
POINT

●No.2とNo.2’は同じ流量の
 ケースであるのに、浸水深が
 大きく異なり、わずかだが、
 浸水していない範囲がある

● No.2’、No.4とも赤枠内が
  全て浸水している
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